
本
稿
は
「
鎌
倉
仏
教
の
展
開
に
お
け
る
対
外
的
契
機
」
考
察
の
一
環
と
し
て
、
掲
出
題
目
関
係
の
諸
研
究
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が

兼
ね
て
、
日
蓮
の
念
仏
批
判
の
理
解
に
資
そ
う
と
す
る
作
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

鎌
倉
仏
教
展
開
の
基
点
を
法
然
に
み
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
仏
教
の
展
開
に
お
け
る
対
外
的
契
機
の

考
察
に
あ
た
っ
て
も
、
ま
ず
法
然
を
と
り
あ
げ
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
法
然
の
宗
教
形
成
に
お
け
る
善
導
の
占
め
る

位
侭
の
問
題
、
と
い
う
こ
と
に
つ
き
よ
う
。
法
然
の
浄
土
宗
開
立
の
意
義
は
、
そ
れ
ま
で
寓
宗
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
浄
土
教
を
一
宗
と
し

て
独
立
さ
せ
、
法
然
独
自
の
立
場
か
ら
そ
れ
ま
で
の
浄
土
教
を
も
含
め
て
広
く
仏
教
全
般
を
見
直
し
、
新
し
い
仏
教
を
樹
立
し
た
点
に
あ

りる
。
す
で
に
諸
先
学
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
、
あ
る
い
は
『
選
択
集
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
然
は
源
信
の
『
住
生
要

②
③

集
』
を
導
き
と
し
て
善
導
に
接
し
、
称
名
の
一
行
に
よ
っ
て
か
な
ら
ず
往
生
を
得
る
と
い
う
念
仏
易
行
、
念
仏
勝
行
に
到
達
し
た
の
で
あ

る集
0ｰ法

然
の
専
修
念
仏
の
達
成
に
は
、
源
信
を
頂
点
と
す
る
叡
山
浄
土
教
、
永
観
・
珍
海
を
代
表
と
す
る
南
都
浄
土
教
お
よ
び
民
間
浄
土
教
、

⑤

さ
ら
に
は
善
導
の
浄
土
教
な
い
し
政
治
的
・
経
済
的
情
勢
の
変
化
等
の
諸
契
機
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
と
く
に
「
偏
依
善
導
」
は

法
然
の
宗
教
に
独
自
性
を
付
与
し
た
主
要
契
因
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
法
然
自
ら
の
宗
教
形
成
に
お
け
る
主
体
的
な
選
択
は
も
っ
と
も
重 (

鎌
倉
浄
土
教
の
展
開
に
お
け
る
対
外
的
契
機

川

添
昭
二

3ノ
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視
す
べ
き
で
あ
り
、
善
導
自
体
に
対
し
て
も
法
然
の
選
択
の
論
理
が
貫
い
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
法
然
に
お
け
る
善
導
は
、

⑥

㈲
善
導
へ
の
指
向
、
口
人
間
善
導
観
の
確
立
、
日
化
身
善
導
の
確
信
か
ら
仏
格
善
導
観
へ
の
三
階
梯
を
と
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
匂
は

師
資
相
承
に
関
す
る
南
都
北
繊
の
旧
教
団
の
批
判
に
対
す
る
姿
勢
の
う
ち
に
成
立
し
て
い
る
。
五
百
年
を
へ
だ
つ
法
然
の
善
導
帰
入
は
、

口
訣
相
承
で
も
面
授
口
伝
で
も
な
く
、
善
導
の
著
書
を
と
お
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
師
資
相
承
を
重
ん
ず
る
仏
教
界
の
非
難
は
大
き
か
っ

た
。
こ
う
し
て
、
善
導
を
中
心
と
し
て
曇
鰯
、
道
緯
、
善
導
、
懐
感
、
少
康
の
浄
土
五
祖
が
立
て
ら
れ
、
善
導
の
仏
格
化
が
な
さ
れ
た
の

⑦

で
あ
る
。
浄
土
五
祖
観
、
仏
格
善
導
観
の
成
立
の
背
景
に
は
、
法
然
に
、
入
宋
受
法
し
て
い
な
い
こ
と
を
弱
点
と
し
て
こ
れ
を
補
強
し
よ

う
と
い
う
動
機
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
中
国
舶
載
の
浄
土
教
典
籍
に
無
関
心
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
次
の
こ
と
な
ど
か
ら
、

③

そ
の
便
宜
も
も
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
『
選
択
集
』
第
十
三
章
に
は
王
日
休
（
’
三
七
三
）
の
『
竜
杼
増
広
浄
土
文
』
巻
一

⑨
⑩

に
象
え
る
墾
陽
石
刻
阿
弥
陀
経
文
を
引
証
し
て
お
り
、
『
類
聚
浄
土
五
祖
伝
』
に
も
「
竜
野
浄
土
文
」
を
引
き
、
「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」

⑪

に
は
「
チ
カ
コ
ロ
唐
ヨ
リ
ワ
タ
リ
タ
ル
竜
好
浄
土
文
ト
マ
フ
ス
文
候
」
と
し
て
、
阿
弥
陀
経
の
逸
文
を
引
き
な
が
ら
論
証
を
す
す
め
て
い

る
。
法
然
は
浄
土
五
祖
観
を
立
て
る
に
際
し
て
、
『
統
高
僧
伝
』
以
下
の
中
国
の
諸
書
を
素
材
に
し
て
い
る
が
、
Ⅱ
常
の
識
説
に
も
そ
れ

ら
を
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
然
に
あ
っ
て
は
、
宋
代
浄
土
教
典
籍
の
依
用
は
決
定
的
で
は
な
く
何
と
い
っ
て
も
「
侃
依

善
導
」
が
法
然
念
仏
の
中
核
で
あ
っ
た
。

建
暦
二
（
一
二
一
二
）
年
、
法
然
が
没
し
た
面
後
、
壁
底
に
埋
め
よ
と
ま
で
い
ま
し
め
て
公
開
を
秘
し
て
い
た
『
選
択
集
』
が
公
刊
さ

れ
る
と
、
華
厳
の
高
弁
は
、
た
だ
ち
に
『
擢
邪
輪
』
（
く
わ
し
く
は
『
於
一
向
尊
修
宗
選
択
集
中
擢
邪
輪
』
）
を
あ
ら
わ
し
て
こ
れ
を
批

判
し
た
。
そ
れ
は
善
導
念
仏
の
本
旨
に
そ
い
な
が
ら
、
『
選
択
集
』
の
菩
提
心
排
除
の
点
を
中
心
に
、
多
角
的
な
反
論
を
加
え
た
も
の
で

「
法
然
に
よ
っ
て
生
誕
確
立
さ
れ
た
他
力
向
下
門
的
な
浄
土
教
が
、
仏
教
と
し
て
あ
ら
し
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
大
乗
仏
教
的
な
根
本
理

("7)



⑫

念
を
如
何
に
考
え
る
の
か
、
と
い
っ
た
重
要
な
課
題
を
直
接
打
出
し
て
間
う
て
い
る
」
と
こ
ろ
に
批
判
の
基
本
的
な
意
義
が
あ
っ
た
と
解

さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
嘉
禄
三
（
一
二
二
七
）
年
の
大
法
難
が
あ
り
、
内
部
に
は
異
義
の
続
出
を
は
ら
み
、
法
然
門
流
は
苦
難
の
な
か

に
再
起
を
は
か
り
、
拡
充
の
努
力
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
法
然
没
後
鎌
倉
時
代
の
法
然
門
流
の
教
学
的
な
動
向
は
、
隆
寛
・
聖
覚
・

幸
西
・
証
空
・
親
鴬
な
ど
の
他
力
念
仏
一
行
専
修
を
徹
底
し
よ
う
と
す
る
動
き
と
、
弁
長
・
長
西
な
ど
に
染
ら
れ
る
諸
行
往
生
を
認
め
る

動
き
、
お
よ
び
両
者
の
中
間
的
亜
種
等
に
分
類
で
き
よ
う
。
法
然
門
流
は
外
部
か
ら
の
批
判
と
弾
圧
、
内
部
に
お
け
る
一
念
多
念
の
対
立

等
の
諸
問
題
を
か
か
え
、
教
学
的
に
は
い
く
つ
か
の
潮
流
を
生
象
出
し
つ
つ
、
批
判
に
対
し
て
は
反
論
を
、
迫
害
に
対
し
て
は
適
応
を
は

⑬

か
り
な
が
ら
、
教
団
的
に
は
「
日
本
国
一
向
に
法
然
が
弟
子
と
」
な
っ
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
宋
代
浄
土
教
関
係
典
籍
は
十
三
世
紀
に
入
る
前
後
頃
か
ら
活
発
に
相
次
い
で
移
入
さ
れ
は
じ
め
た
。
建
久
九
（
二
九
八
）

年
の
『
選
択
集
』
選
述
以
後
、
法
然
直
弟
の
う
ち
も
っ
と
も
遅
い
著
作
『
観
経
疏
光
明
抄
』
（
一
二
六
一
年
頃
の
著
）
を
あ
ら
わ
し
て
い

⑭

る
長
西
の
晩
年
に
至
る
約
六
十
年
の
間
に
浄
土
教
典
籍
の
代
表
的
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
移
入
さ
れ
た
と
ぶ
ら
れ
る
。
法
然
の
直
弟
た
ち
は

善
導
疏
の
講
述
に
は
げ
む
と
と
も
に
宋
代
浄
土
教
典
籍
を
積
極
的
に
受
容
・
活
用
し
て
、
お
の
お
の
の
念
仏
義
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

こ
の
傾
向
は
年
を
お
っ
て
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
法
然
門
下
の
宋
代
浄
土
教
受
容
で
顕
著
な
こ
と
は
、
元
照
（
一
○
四
八
’
二
一
六
）
や

⑮

そ
の
系
統
の
戒
度
（
二
八
九
頃
の
人
）
、
宗
暁
（
二
五
一
’
一
二
一
四
）
ら
の
著
作
の
依
用
度
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
元
照
は
銭

塘
の
人
で
大
智
律
師
と
呼
ば
れ
、
西
湖
霊
芝
の
崇
福
寺
に
住
し
た
。
允
湛
（
一
○
○
五
’
一
○
六
一
）
と
と
も
に
宋
代
律
宗
の
代
表
的
人

物
で
あ
る
。
は
じ
め
天
台
宗
を
学
び
、
大
い
に
戒
律
の
復
興
に
つ
と
め
、
晩
年
に
は
浄
土
教
に
帰
依
し
、
念
仏
家
と
し
て
著
名
で
あ
り
、

⑯

『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
三
巻
（
大
正
蔵
三
七
・
浄
全
五
）
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
二
巻
（
大
正
蔵
三
七
・
浄
全
五
）
の
著
作
が
あ
る
。
戒
度

の
『
観
経
義
疏
正
観
記
』
（
二
八
一
年
作
・
浄
全
五
）
は
前
者
の
注
釈
で
あ
る
。
戒
度
は
元
照
の
弟
子
で
は
な
い
が
、
『
観
経
扶
新
論
」

("8)



一
巻
等
を
書
い
て
元
照
の
主
張
を
た
す
け
た
。
宗
暁
は
石
芝
と
号
し
南
宋
天
台
宗
の
四
明
三
家
の
随
一
た
る
広
智
派
の
系
統
に
属
し
た
。

そ
の
『
楽
邦
文
類
』
五
巻
（
大
正
蔵
四
七
・
浄
全
六
）
は
、
往
生
浄
土
に
関
す
る
諸
経
文
・
詩
偶
の
類
を
編
輯
し
た
も
の
で
、
南
宋
の
慶

元
庚
申
（
六
年
・
一
二
○
○
）
に
汪
大
猷
・
柏
庭
善
月
の
序
販
を
つ
け
て
出
版
し
て
い
る
。

善
導
系
浄
土
教
中
心
の
日
本
の
浄
土
教
に
霊
芝
元
照
系
の
浄
土
教
が
移
入
さ
れ
た
契
因
は
、
凝
然
（
一
二
四
○
’
一
三
二
一
）
の
『
三

国
仏
法
伝
通
縁
起
』
（
応
長
元
年
・
一
三
二
作
、
日
仏
全
一
○
五
頁
）
が
つ
と
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
俊
悩
（
二
六
六
’
一
二

二
七
）
が
入
末
し
て
台
教
律
宗
を
伝
え
、
兼
ね
て
元
照
の
浄
土
教
を
伝
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
俊
悩
は
在
宋
十
二
年
の
間
に
律
と
天
台
の

研
究
を
中
心
に
広
く
末
の
仏
教
を
学
ん
だ
。
そ
の
も
た
ら
し
た
宋
仏
教
は
台
・
律
・
禅
・
浄
一
致
的
な
融
合
調
和
の
教
学
で
あ
り
、
俊
葡

は
帰
国
後
も
中
国
と
の
交
渉
を
断
た
ず
積
極
的
に
文
化
の
交
流
に
つ
く
し
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
影
響
す
る
と
こ
ろ
は
広
範
で
、
鎌
倉
仏

教
界
は
新
し
い
相
貌
を
呈
し
て
き
た
。
従
来
の
南
都
の
戒
律
す
な
わ
ち
南
京
律
の
ほ
か
に
、
新
た
に
戒
律
厳
守
の
北
京
律
が
お
こ
っ
て
南

京
律
さ
え
も
中
興
さ
れ
る
と
い
う
影
響
を
う
け
た
。
俊
薇
所
伝
の
元
照
系
浄
土
教
は
、
泉
涌
寺
の
十
六
観
堂
建
設
に
具
体
化
さ
れ
た
。
そ

れ
は
中
国
に
お
け
る
十
六
観
堂
の
見
聞
実
践
を
と
お
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
台
教
学
を
背
景
に
、
坐
禅
念
仏
三
昧
の
徹
底
に
よ
っ
て
己
身

に
浄
土
を
現
成
せ
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
俊
秘
が
も
た
ら
し
た
元
照
系
浄
土
教
は
法
然
門
下
に
受
容
さ
れ
て
、
従
来
の
善
導

流
浄
土
教
に
本
質
的
な
影
響
を
与
え
、
日
本
浄
土
教
の
展
開
に
一
つ
の
新
し
い
時
期
を
画
し
た
。

⑬

末
代
で
は
善
導
系
浄
土
教
は
す
で
に
衰
退
し
、
諸
宗
融
合
の
形
で
禅
宗
系
・
天
台
系
・
戒
律
系
の
浄
土
教
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
そ

⑲

の
う
ち
元
照
ら
の
戒
律
系
の
浄
土
教
は
「
大
宋
の
浄
教
、
天
下
一
均
し
て
霊
芝
（
元
照
）
の
行
儀
を
用
い
、
宗
旨
の
規
矩
と
な
す
」
と
い

わ
れ
た
ほ
ど
、
南
宋
で
広
く
弘
通
し
て
い
た
。
俊
秘
が
律
を
学
ん
だ
如
庵
了
宏
は
南
山
律
霊
芝
元
照
の
系
統
で
も
あ
り
、
俊
繭
は
元
照
の

浄
土
教
を
重
視
し
て
日
本
に
伝
来
し
た
。
以
後
、
俊
悩
開
創
の
泉
涌
寺
を
中
心
と
し
て
元
照
系
浄
土
教
が
ひ
ろ
ま
り
、
善
導
・
元
照
両
系

(血9）



を
兼
ね
用
い
る
も
の
も
多
く
な
っ
た
。
元
照
系
浄
土
教
が
法
然
門
下
に
受
容
さ
れ
た
の
は
、
当
代
に
お
け
る
末
仏
教
受
容
の
一
般
的
状
況

、

を
背
景
と
す
る
が
、
元
照
系
の
浄
土
教
に
善
導
流
の
投
影
が
ふ
ら
れ
、
か
つ
そ
の
宗
風
が
実
践
的
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
も
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
長
西
が
俊
葡
に
学
び
（
『
源
流
章
』
）
、
隆
寛
の
弟
子
信
瑞
が
『
泉
涌
寺
不
可
棄
法
師
伝
』
を
書
い
て
い
る
よ
う
な
人
的
関
係

あ
ろ
う
。
長
西
が
恥

も
無
視
で
き
な
い
。

法
然
直
弟
の
う
ち
、
と
く
に
中
国
の
文
物
に
積
極
的
な
関
心
を
示
し
た
の
は
、
一
念
義
の
幸
西
（
二
六
三
’
一
二
四
七
）
お
よ
び
親

驚
（
二
七
三
’
一
二
六
二
）
、
諸
行
往
生
義
の
長
西
（
二
八
四
？
’
一
二
六
六
）
ら
で
あ
っ
た
。
幸
西
の
著
作
と
し
て
は
、
建
保
二

⑳
⑳

（
一
二
一
四
）
年
五
月
撰
の
『
唐
朝
京
師
善
導
和
尚
類
聚
伝
』
『
玄
義
分
抄
』
一
巻
（
建
保
六
年
．
三
二
八
作
）
が
知
ら
れ
る
が
、
前

⑳

者
に
は
多
く
の
宋
代
浄
土
教
関
係
の
典
籍
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
幸
西
の
弟
子
明
信
と
入
真
は
浄
土
三
部
経
・
善
導
五
部
九
巻
の
具
疏
の

⑳

出
版
で
知
ら
れ
、
そ
の
事
蹟
は
鎌
倉
時
代
浄
土
教
学
興
隆
の
う
え
で
重
視
さ
れ
る
。
建
保
五
（
一
二
一
七
）
年
、
仁
和
寺
御
室
の
経
蔵
に

秘
蔵
さ
れ
て
い
た
善
導
の
『
般
舟
讃
』
が
発
見
さ
れ
、
明
信
は
証
本
の
校
合
を
求
め
て
入
宋
し
、
わ
ず
か
に
善
導
の
著
『
八
門
玄
』
（
『
玄

義
分
』
の
断
簡
で
あ
ろ
う
）
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
明
信
は
帰
国
の
の
ち
出
版
を
企
て
都
合
八
部
十
三
巻
を
刊
行
し
た
。
そ
の
う
ち
『
法

事
讃
』
二
巻
は
は
じ
め
て
の
刊
行
で
あ
り
、
既
刊
の
も
の
で
も
新
た
に
校
勘
を
加
え
て
刊
行
し
て
お
り
、
明
信
・
入
真
の
印
本
で
今
日
ま

義
分
』
の
断
簡
で
あ
ろ
う
）
を
‐

事
讃
』
二
巻
は
は
じ
め
て
の
刊
唇

で
伝
世
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

長
西
は
宗
義
の
内
容
か
ら
ゑ
て
元
照
系
浄
土
教
の
影
響
を
深
く
う
け
て
い
る
。
十
八
願
を
称
名
念
仏
、
二
十
願
を
諸
行
本
願
の
本
拠
と

し
、
念
仏
と
諸
行
の
間
に
一
応
優
劣
正
傍
の
別
を
認
め
な
が
ら
、
諸
行
の
功
徳
そ
れ
自
ら
の
力
に
よ
っ
て
も
報
土
に
生
ま
れ
る
と
立
論
す

⑳

る
長
西
の
説
は
、
元
照
の
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
の
説
と
は
な
は
だ
近
似
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
長
西
の
門
下
の
空
寂
は
『
元
照
弥
陀
経
疏

⑳

紗
』
三
巻
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
法
然
門
弟
と
し
て
は
も
っ
と
も
遅
い
著
作
と
い
わ
れ
る
長
西
の
『
観
経
疏
光
明
抄
』
に
は
元
照
を
中
心
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と
す
る
宋
代
浄
土
教
の
典
籍
類
が
数
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
長
西
の
編
韓
と
さ
れ
る
『
浄
土
依
懸
総
論
章
疏
目
録
』
に
は
、
法
然
門
下

が
依
用
し
た
よ
う
な
末
代
浄
土
教
典
籍
類
は
お
お
む
ね
網
羅
記
戦
さ
れ
て
い
て
、
長
西
が
末
代
浄
土
教
に
深
い
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と

⑳

が
分
か
る
。
良
忠
（
二
九
九
’
一
二
八
七
）
は
倶
舎
唯
識
の
仏
教
基
礎
学
に
通
じ
、
中
国
仏
典
と
く
に
宋
代
浄
土
教
典
籍
を
盛
ん
に
引

⑳

用
し
て
論
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
『
選
択
弘
決
疑
抄
』
（
建
長
六
、
一
二
五
四
年
作
・
浄
全
七
）
や
『
観
経
疏
伝
通
記
』
（
正
嘉
二
、
一

⑳

二
五
八
年
作
・
浄
全
二
）
な
ど
は
、
長
西
の
『
観
経
疏
光
明
抄
』
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
二
月
、
西
本
願
寺
宝
物
調
査
の
折
に
発
見
さ
れ
た
親
驚
自
筆
の
『
観
無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
集
誹
』
一
巻

（
西
本
願
寺
蔵
・
国
宝
）
は
『
般
舟
讃
』
の
引
本
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
親
驚
の
青
壮
年
期
の
真
蹟
と
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
真
蹟
と

同
じ
よ
う
に
宋
朝
風
の
欠
画
文
字
が
多
数
使
用
さ
れ
て
お
り
、
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
宗
暁
の
『
楽
邦
文
類
』
の
屠
沽
者
に
関
す
る
部
分

、
＠

を
引
き
、
『
阿
弥
陀
経
』
に
は
元
照
の
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
を
引
い
て
い
る
。
親
驚
が
『
楽
邦
文
類
』
を
、
い
つ
、
ど
こ
で
読
ん
だ
の
か

、

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
弁
長
が
嘉
禎
三
（
一
二
三
七
）
年
に
書
い
た
「
徹
選
択
本
願
念
仏
集
」
の
第
十
二
・
十
六
編
釈
下
に
引
用
す
る
前

に
読
ん
で
い
た
こ
と
は
確
実
で
、
建
仁
元
（
一
二
○
一
）
年
か
ら
建
永
二
（
一
二
○
七
）
年
の
吉
水
時
代
に
は
知
っ
て
い
た
ろ
う
と
い
わ

＠

れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
『
楽
邦
文
類
』
の
刊
行
（
一
二
○
○
年
）
直
後
に
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
入
手
系
路
と
し
て
は

⑮
⑮

親
鴬
の
お
じ
で
儒
者
で
あ
る
日
野
宗
業
を
通
じ
て
で
あ
ろ
う
と
か
、
幸
西
の
一
念
義
系
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
幸
西
流
が

中
国
の
文
物
摂
取
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
幸
西
の
『
唐
朝
京
師
善
導
和
尚
類
聚
伝
』
に
は
『
楽
邦
文
類
』
が
引
か
れ
て
お
り
、
親
驚

真
蹟
・
西
本
願
寺
所
蔵
の
『
烏
龍
山
師
並
屠
児
宝
蔵
伝
』
一
巻
に
は
『
楽
邦
文
類
』
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
幸
西
の
『
類
聚
伝
』

＠

を
底
本
と
し
た
抄
出
の
手
控
え
だ
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
親
驚
の
『
楽
邦
文
類
』
の
入
手
な
い
し
閲
読
の
系
路
は

幸
西
の
一
念
義
系
に
求
め
る
ほ
う
が
可
能
性
は
高
い
。
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法
然
と
親
鴬
の
宗
教
に
相
違
を
も
た
ら
し
た
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
一
斑
と
し
て
、
両
者
の
宋
代
浄
土
教
に
対
す
る
か
か

わ
り
あ
い
か
た
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
相
違
が
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
は
、
か
な
ら
ず
し
も
容
易
に
は
断
言
し
え

⑳

く
み
ら
れ
る
。

『
楽
邦
文
類
』
の
「
文
類
」
と
い
う
の
は
、
中
国
に
お
い
て
経
釈
の
要
文
を
聚
集
・
分
類
し
た
教
学
書
の
こ
と
を
い
う
が
、
親
駕
の
い

わ
ゆ
る
『
教
行
信
証
』
は
、
正
し
く
は
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
で
、
「
往
生
浄
土
の
真
実
の
教
法
と
行
業
と
証
悟
と
を
顕
わ
す
、

経
論
釈
の
要
文
の
類
集
の
序
文
」
の
意
で
あ
り
、
『
楽
邦
文
類
』
に
な
ら
っ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お

り
で
あ
る
。
親
驚
は
同
書
を
愛
読
し
て
『
教
行
信
証
』
成
書
の
方
法
や
題
名
に
影
響
を
受
け
た
だ
け
で
な
く
、
教
学
の
体
系
化
に
も
示
唆

を
受
け
た
。
化
巻
本
の
二
盤
四
重
の
教
相
判
釈
が
同
書
巻
四
の
桐
江
法
師
択
英
の
「
弁
横
竪
二
出
」
の
文
に
示
唆
を
う
け
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
著
名
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
『
教
行
信
証
』
に
は
趙
末
天
台
の
浄
土
教
典
籍
を
相
当
に
引
用
し
て
い
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
、
元
照

、

を
は
じ
め
そ
の
弟
子
用
欽
お
よ
び
戒
度
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
元
照
系
の
台
律
系
浄
土
教
典
籍
の
依
用
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
宗
義
や
立
場
を

異
に
す
る
も
の
の
著
作
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
趣
旨
の
転
用
や
内
容
上
の
新
し
い
意
味
付
け
が
な
さ
れ
て
親
驚
の
宗
教
形
成
に
資
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
元
照
を
中
心
と
す
る
宋
代
浄
土
教
の
役
割
は
、
貞
慶
・
高
弁
ら
の
法
然
門
流

に
対
す
る
論
難
を
予
想
し
て
、
元
照
系
浄
土
教
を
中
心
と
す
る
宋
代
浄
土
教
典
籍
の
依
用
に
よ
っ
て
自
説
を
固
め
た
点
に
あ
り
、
依
用
の

態
度
は
単
な
る
文
字
註
釈
的
利
用
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
末
代
浄
土
教
に
み
ら
れ
る
体
験
的
・
実
践
的
な
側
面
を
主
体
的
に
受
け
と
め

⑲

念
仏
法
門
の
絶
対
平
等
救
済
性
の
強
調
に
生
か
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
そ
の
真
髄
が
あ
っ
た
。

親
鴬
の
宋
朝
文
化
に
対
す
る
関
心
は
深
く
、
積
極
的
な
摂
取
の
姿
勢
が
み
ら
れ
、
親
鴬
の
執
筆
し
た
尊
号
や
真
像
の
銘
文
の
書
式
と
そ

の
表
装
の
様
式
や
自
筆
本
・
転
写
本
の
装
禎
、
四
六
餅
傭
体
文
の
修
辞
、
親
鴬
の
書
く
文
字
と
そ
の
書
風
な
ど
に
宋
朝
文
化
の
影
響
が
強
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な
い
が
、
法
然
な
し
に
親
鴬
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
し
、
法
然
の
念
仏
確
立
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
法
然
門
流
な
か
ん
ず
く
親
駕
の

宋
代
浄
土
教
の
主
体
的
摂
取
が
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
宋
代
浄
土
教
の
象
の
り
の
移
入
時
期
と
法
然
浄
土
教
の
成
立
と
の
間

に
は
ず
れ
が
あ
っ
た
し
、
そ
れ
は
日
宋
の
交
通
形
態
に
一
定
度
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

＠

な
お
、
親
鴬
の
宗
教
形
成
に
お
け
る
対
外
的
契
機
を
考
え
る
際
、
朝
鮮
浄
土
教
と
の
関
係
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
善
導
（
六
一
三
’

六
八
一
）
と
同
時
代
に
、
朝
鮮
に
は
、
新
羅
の
元
暁
（
六
一
七
’
六
八
六
）
が
出
て
、
浄
土
教
を
宣
揚
し
、
多
く
の
浄
土
教
思
想
家
が
譜

出
し
た
。
朝
鮮
浄
土
教
家
の
著
作
類
が
日
本
に
将
来
さ
れ
て
平
安
・
鎌
倉
期
の
浄
土
教
家
達
の
著
作
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
中
国
浄
土
教

が
観
経
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
、
朝
鮮
浄
土
教
は
大
経
中
心
で
あ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
親
鴬
は

『
教
行
信
証
』
教
巻
の
巻
頭
に
「
夫
れ
真
実
の
教
え
を
顕
さ
ば
則
ち
大
無
量
寿
経
是
也
」
と
い
っ
て
い
る
。
同
書
に
は
朝
鮮
（
新
羅
）
浄

土
教
家
の
説
と
し
て
法
位
（
七
世
紀
頃
の
人
）
の
説
を
一
回
と
恨
興
（
六
八
一
頃
）
の
説
を
十
三
回
、
計
十
四
回
引
い
て
い
る
。
行
巻
に

引
か
れ
た
法
位
の
『
大
経
義
疏
』
二
巻
は
散
逸
し
て
現
存
し
な
い
。
親
鴬
の
引
文
は
称
名
往
生
の
説
明
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
恨
興
の
説

は
す
べ
て
『
大
経
述
文
賛
』
三
巻
か
ら
引
か
れ
て
お
り
、
十
三
回
の
引
用
の
う
ち
十
回
は
行
巻
に
ま
と
め
て
引
か
れ
て
い
る
。
恨
興
の
引

文
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
真
宗
宗
学
史
の
う
え
で
も
論
議
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
源
弘
之
氏
の
雛
理
に
よ
れ
ば
、
親
驚
の
名
号
為
体

の
教
義
を
確
立
さ
せ
る
う
え
に
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
。

注①
香
月
乗
光
縞
『
浄
土
宗
開
創
期
の
研
究
』
五
頁
、
平
楽
寺
脅
店
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
。

②
醍
醐
本
「
法
然
上
人
伝
記
」
に
収
め
る
．
期
物
語
」
に
「
た
だ
し
百
即
百
生
の
行
相
に
お
い
て
は
す
で
に
導
緯
・
善
導
の
釈
に
譲
っ
て
、
く
わ
し
く

こ
れ
を
述
べ
ず
、
こ
の
故
に
往
生
要
集
を
先
達
と
し
て
浄
土
門
に
入
る
な
り
」
と
あ
る
。

③
「
往
生
礼
讃
」
に
「
百
は
即
ち
百
な
が
ら
生
ず
」
と
あ
る
。
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、
も
ち
ろ
ん
元
照
の
『
観
経
疏
』
の
玄
談
に
（
大
正
蔵
三
七
）
、
善
導
『
観
経
疏
の
定
善
観
、
散
浮
三
観
説
を
評
し
て
、
十
六
定
善
観
説
を
主
張
す
る
な

⑬
高
雄
義
堅
『
中
国
仏
教
史
論
』
一
六
三
頁
以
下
。

⑲
凝
然
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
統
群
霧
類
従
第
八
輯
下
四
○
○
頁
。

⑳
大
智
律
師
像
が
泉
涌
寺
を
は
じ
め
西
大
寺
・
東
大
寺
等
に
所
蔵
せ
ら
れ
、
九
月
一
日
に
霊
芝
忌
が
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
、
元
照
が
深
く
尊
崇
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
元
照
系
浄
土
教
の
ひ
ろ
ま
り
を
知
る
指
標
に
な
ろ
う
。
平
田
寛
「
南
都
の
大
神
律
師
画
像
」
（
『
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
』
二
○
五
、
昭
和
四
十

る
こ
と
は
、
二

⑩
『
昭
和
新
修
法
然

⑪
右
同
二
○
五
頁
。

⑫
石
田
充
之
『
鎌
倉

⑬
『
撰
時
紗
』
定
遺

⑭
長
西
編
輯
と
目
さ

⑮
そ
の
詳
細
に
つ
い

学
の
基
礎
的
研
究

⑯
金
沢
文
庫
に
「
建

⑰
『
泉
涌
寺
不
可
棄

粒
、
釈
迦
三
尊
、

天
台
教
観
文
字
七

雑
碑
等
不
能
委
記

月
が
も
っ
と
も
総

教
史
論
』
に
「
入

④
井
上
光
貞
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
第
三
章
第
三
節
、
山
川
出
版
社
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
。

⑤
赤
松
俊
秀
『
続
鎌
倉
仏
教
の
研
究
』
参
照
、
平
楽
寺
薔
店
、
昭
和
四
十
一
年
八
月
。

⑥
大
橋
俊
雄
『
法
然
一
遍
』
岩
波
書
店
・
日
本
思
想
大
系
皿
四
三
二
頁
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
。

⑦
菊
池
勇
次
郎
「
源
空
と
浄
土
五
祖
像
」
（
森
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
対
外
関
係
と
社
会
経
済
』
）
崎
普
房
、
昭
和
四
十
三
年
九
月
。

③
大
蔵
経
や
諸
伝
記
の
中
か
ら
浄
土
往
生
に
関
す
る
文
献
を
編
纂
し
た
も
の
。
十
巻
（
附
録
二
巻
）
。
南
宋
淳
煕
八
年
Ⅱ
治
承
五
年
。
二
六
二
作
、
浄

③
そ
の
全
文
を
記
し
た
碑
は
福
岡
県
の
宗
像
神
社
に
あ
る
。

⑩
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
八
四
六
頁
。

精
細
に
述
べ
て
い
る
。

三
年
）
参
照
。

土
宗
全
書
六
、
大
正
大
蔵
経
四
七
。

浄
土
教
成
立
の

一
○
三
二
頁
。

れ
る
「
浄
土
依

て
は
石
田
充
之

』
永
田
文
昌
堂

保
二
（
三
二

法
師
伝
』
（
続

三
幅
、
碑
文
十

百
一
十
六
巻
、

」
と
伝
え
ら
れ

括
的
で
あ
る
。

宋
僧
俊
秘
と
南

る
「
浄
土
依
懲
経
論
章
疏
目
録
」
（
日
仏
全
目
録
部
・
真
全
目
録
部
）
・

は
石
田
充
之
「
親
鴬
聖
人
の
宋
代
浄
土
教
受
容
の
意
義
」
（
『
紺
谷
大
学
論
集
』
三
六
五
、
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
。
『
親
驚
教

永
田
文
昌
堂
・
昭
和
四
十
五
年
十
月
に
再
録
）
・

二
（
三
二
四
）
年
極
月
八
日
瀞
了
於
洛
陽
雷
之
小
比
丘
朗
弁
」
の
奥
諜
を
も
つ
写
本
が
あ
る
。

師
伝
』
（
続
群
鴇
類
従
第
九
輯
上
五
二
頁
）
に
よ
れ
ば
、
俊
弼
将
来
の
文
物
は
「
仏
舎
利
三
粒
、
普
賢
舎
利
一
粒
、
如
庵
舎
利
三

幅
、
碑
文
十
六
羅
漢
二
本
、
三
十
二
幅
、
水
墨
羅
漢
、
十
八
幅
、
南
山
霊
芝
真
影
、
各
一
幅
、
律
宗
大
小
部
文
三
百
二
十
七
巻
、

一
十
六
巻
、
華
厳
章
疏
百
七
十
五
巻
、
儒
道
密
籍
二
百
五
十
六
巻
、
雑
書
四
百
六
十
三
巻
、
法
帖
御
謹
堂
帖
等
碑
文
七
十
六
巻
、

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
俊
秘
の
研
究
と
し
て
は
石
田
充
之
編
『
鎌
倉
仏
教
成
立
の
研
究
俊
秘
律
師
』
法
蔵
館
、
昭
和
四
十
七
年
三

的
で
あ
る
。
高
雄
義
堅
「
不
可
乗
法
師
俊
秘
の
入
宋
」
（
『
支
那
仏
教
史
学
』
五
巻
三
、
四
号
、
昭
和
十
七
年
三
月
、
『
中
国
仏

僧
俊
秘
と
南
宋
仏
教
」
と
改
題
再
録
、
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
二
十
七
年
九
月
）
は
、
宋
代
仏
教
受
容
に
果
た
し
た
俊
葡
の
事
賦
を

基
礎
研
究
』

第
二
章
第
二
節
一
八
八
頁
。
百
華
苑
、
昭
和
四
十
年
五
月
。

(124)



ど
の
相
違
は
あ
る
。
注
⑮
石
田
論
文
参
照
。
元
照
の
浄
土
教
の
特
色
の
う
ち
注
意
す
べ
き
は
、
南
山
律
の
系
譜
に
立
ち
、
善
導
の
影
響
を
う
け
な
が
ら

戒
浄
二
門
（
一
致
）
の
立
場
を
と
り
、
万
徳
を
お
さ
め
る
阿
弥
陀
仏
の
名
号
に
よ
る
悪
人
称
名
念
仏
往
生
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
普
賢
晃
寿

「
俊
葡
系
浄
土
教
と
親
駕
の
関
連
に
つ
い
て
」
石
田
充
之
編
『
俊
補
律
師
』
二
一
○
頁
以
下
）
。

⑳
幸
西
が
善
導
の
伝
記
を
集
め
て
編
纂
し
た
も
の
、
写
本
三
種
、
刊
本
二
種
。
石
田
充
之
『
日
本
浄
土
教
の
研
究
』
二
一
三
’
四
頁
、
百
華
苑
、
昭
和
二

⑬
戊
午
殻
書
の
一
つ
と
し
て
刊
行
。
安
井
広
度
『
法
然
門
下
の
教
学
』
（
昭
和
四
十
三
年
七
月
、
法
蔵
館
よ
り
複
刊
）
に
附
録
と
し
て
収
む
。

⑳
石
田
充
之
編
『
俊
秘
律
師
』
一
九
○
’
一
頁
。

⑳
藤
堂
祐
範
『
浄
土
教
版
の
研
究
』
大
東
出
版
社
、
昭
和
五
年
六
月
。

⑳
高
雄
義
堅
『
中
国
仏
教
史
論
』
二
○
四
’
五
頁
。

⑳
十
八
冊
、
現
存
五
冊
、
弘
長
元
（
一
二
六
こ
年
頃
、
金
沢
文
庫
蔵
、
『
宗
学
研
究
』
９
．
ｕ
・
胆
・
皿
・
喝
・
蝿
所
収
。

⑳
た
だ
、
「
天
台
一
家
の
諸
著
を
出
す
も
、
猶
遺
漏
妙
な
か
ら
ず
」
（
高
雄
義
堅
『
中
国
仏
教
史
論
』
二
○
五
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

⑳
高
雄
義
堅
『
中
国
仏
教
史
論
』
二
○
二
ｉ
三
頁
に
引
文
一
覧
が
か
か
げ
て
あ
る
。

⑳
石
田
充
之
編
『
俊
禰
祢
師
』
一
九
三
頁
。

⑪
『
親
鰯
聖
人
全
集
』
註
釈
鮪
㈲
二
○
三
頁
。

⑫
右
同
一
三
七
’
一
四
一
頁
。
な
お
「
『
集
註
』
を
通
し
て
は
、
極
め
て
実
践
的
、
実
感
的
な
調
子
高
い
念
仏
往
生
義
が
展
開
さ
れ
て
く
る
素
地
が
十
分

示
さ
れ
て
い
る
」
（
石
田
充
之
『
親
驚
教
学
の
基
礎
的
研
究
』
第
二
篇
七
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

、
浄
全
七
’
九
一
頁
・
九
二
頁
。

⑧
赤
松
俊
秀
『
親
鴬
』
八
二
頁
。
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
。

⑮
右
同
八
三
頁
。

⑳
松
野
純
孝
『
親
驚
』
二
五
二
頁
。
評
論
社
。
昭
和
四
十
六
年
四
月
。

⑰
小
笠
原
宣
秀
「
烏
龍
山
師
並
暦
児
宝
蔵
伝
に
つ
い
て
」
（
『
龍
谷
史
壇
』
三
一
号
）
、
『
親
駕
聖
人
全
集
』
写
伝
箭
２
解
説
。

⑳
そ
れ
ら
の
引
文
に
つ
い
て
は
石
田
充
之
『
親
鴛
教
学
の
基
礎
的
研
究
』
第
二
篇
六
、
普
賢
晃
寿
注
、
論
文
、
山
田
龍
城
・
福
原
亮
厳
「
親
駕
教
学
と
そ

の
著
作
中
の
引
用
書
」
（
『
髄
谷
大
学
論
集
』
三
六
五
・
六
合
併
号
）
、
岩
波
日
本
思
想
大
系
ｕ
『
親
駕
』
の
『
教
行
信
証
』
の
頭
注
等
が
便
で
あ
る
。

⑲
石
田
充
之
注
銘
掲
栽
替
参
照
。
な
お
、
赤
松
俊
秀
『
親
鴛
』
一
八
一
’
二
頁
は
、
『
唯
心
抄
文
意
』
（
全
集
和
文
篇
二
○
○
頁
）
を
引
き
「
こ
れ
は
、

弥
陀
の
誓
願
は
貧
富
、
賢
愚
、
浄
穂
を
選
ば
ず
、
た
だ
衆
生
を
回
心
し
念
仏
さ
せ
て
極
楽
往
生
を
遂
げ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
説
く
段
で
あ
る
が
、
聖

覚
の
引
用
し
て
い
な
い
元
照
の
「
弥
陀
経
義
疏
」
や
、
戒
度
の
「
聞
持
記
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
「
屠
沽
下
類
」
す
な
わ
ち
漁
猟
師
・
商
人
を

悪
人
と
し
、
こ
れ
ら
が
弥
陀
の
誓
願
往
生
の
正
機
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
」
と
説
か
れ
て
お
り
、
同
氏
が
親
鴛
の
宗
教
の
社
会
的
基
盤
を
商
工

業
者
に
求
め
ら
れ
る
根
拠
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

十
七
年
十
月
参
照
。

(〃5）



⑳
小
川
貫
弍
『
仏
教
文
化
史
研
究
』
第
三
部
五
、
永
田
文
昌
堂
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
。

⑪
以
下
、
親
駕
と
朝
鮮
浄
土
教
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
源
弘
之
「
朝
鮮
浄
土
教
と
親
駕
聖
人
」
（
『
宗
学
院
論
集
』
四
○
号
、
昭
和
四
十

五
年
三
画
ｅ
に
よ
っ
た
。

(Z26)


